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1871 明治４年 5月10日 普仏戦争終戦
1871 明治４年 8月29日 廃藩置県の詔書（3府302県）
1871 明治４年 9月2日 大学を廃し、文部省を創設
1872 明治５年 8月3日 学制を公布
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1885 明治18年 3月14日 誕生
（山形県酒田市）父末吉、母里江の長男（祖父・
金蔵、祖母・志賀の両養子）として金之助誕生
1886 明治19年 3月2日 1歳 帝国大学令公布




1886 明治19年 7月 1歳 妹・倉代誕生
1886 明治19年 8月 1歳 父・末吉没
1886 明治19年 9月 1歳
神田駿河台淡路町の成立学舎の一
部を借り、本校を移す





1887 明治20年 2歳 学位令公布
1887 明治20年 2歳
＜状況＞尋常中学校、公立 43・





















1888 明治21年 6月2日 3歳
東京天文台設置（初代台長：寺尾
寿）















1889 明治22年 2月11日 4歳 大日本帝国憲法発布








1889 明治22年 7月1日 4歳
東海道線（新橋-神戸）が全線開
通
1889 明治22年 9月 4歳 昼組1設ける
1890 明治23年 4月 5歳
山形県酒田高等尋常小学校入学（1892年酒田尋常
高等小学校に名称変更）
1890 明治23年 7月 6歳
規則改正、修業年限2年を2年半
年5学期制とする
1890 明治23年 10月9日 5歳
クレマン・アデールが最初の有人
航空機を製作
1890 明治23年 10月30日 5歳 教育勅語発布




1891 明治24年 9月 6歳 修業年限一ヶ年の度量衡科を置く
1891 明治24年 12月 6歳
母・里江妹の倉代をつれ分家する。金之助は祖父
母（金蔵,志賀）のもとで養育される





1892 明治25年 12月 7歳 修業年限を3年6学期制とする
1893 明治26年 4月 8歳
藤巻しま（小倉金之助夫人すみ子）、祖父の養女
となる





1893 明治26年 7月 8歳 度量衡科を廃止する














1894 明治27年 7月25日 9歳 日清戦争開戦
1894 明治27年 10月 9歳 庄内大地震で家は焼失、学校は倒壊する
1895 明治28年 10歳 マルコーニが無線通信法を発明
1895 明治28年 10歳 物理実験室を新設する
1895 明治28年 4月17日 10歳 日清戦争終戦
1895 明治28年 4月28日 10歳
第1回運動会兼懇親会を大久保百
人町躑躅園にて開催













1896 明治29年 3月1日 11歳 ベクレルが放射能を発見




1897 明治30年 2月 12歳
1学期生徒多数のため昼夜2組を
設ける
1897 明治30年 5月 12歳 中村精男同窓会長に就任
1897 明治30年 6月22日 12歳
帝国大学を東京帝国大学と改称
し、京都帝国大学を設置
1897 明治30年 9月 12歳 校内に瓦斯灯を設置
1897 明治30年 11月 12歳 志賀潔、赤痢菌を分離・発見
1897 明治30年 12月 12歳 化学の実験に没頭し、代数と英語を独習する






1898 明治31年 3月 13歳 山形県酒田尋常高等小学校卒業




1898 明治31年 5月 13歳
山形県荘内私立尋常中学校（現・鶴岡南高校）入
学（祖父の許可を得ず入学）
1898 明治31年 12月26日 13歳 キュリー夫妻がラジウムを発見
1899 明治32年 2月7日、8日 14歳
中等教育は中学校令、高等女学校
令、実業学校令を制定
1899 明治32年 14歳 池田菊苗執筆の化学書を読む
1899 明治32年 8月 14歳 赤痢にかかり療養
1899 明治32年 8月3日 14歳 私立学校令公布
1899 明治32年 12月 14歳
山形県荘内私立尋常中学校に祖父金蔵が退学届け
を提出









1900 明治33年 15歳 農商務省が東京工業試験所を設置
1900 明治33年 3月 15歳 教員免許令を公布






















1901 明治34年 2月 16歳 官営八幡製鉄所操業開始
1902 明治35年 17歳 パブロフが反射条件を発見
1902 明治35年 1月30日 17歳 日英同盟の締結
1902 明治35年 3月 17歳
祖父金蔵の許可を得ず、山形県立荘内中学校を退
学









1903 明治36年 3月27日 18歳 専門学校令公布
1903 明治36年 12月5日 18歳
長岡半太郎、土星型原子模型を発
表
1904 明治37年 2月10日 19歳 日露戦争開戦





1904 明治37年 12月 19歳 『東京物理学校雑誌』に科学論文を寄稿（2件）
1905 明治38年 20歳 シベリア鉄道の完成
1905 明治38年 20歳 三上義夫と知り合う
1905 明治38年 20歳 牛込神楽町に敷地394坪を購入
1905 明治38年 20歳 ポーツマス条約締結
1905 明治38年 20歳













1905 明治38年 3月 20歳
私立大成中学校卒業（中学校5年の卒業資格を得
る）
1905 明治38年 5月13日 20歳 祖父・金蔵の隠居のため金之助が家督を相続
1905 明治38年 6月9日 20歳
アインシュタインが光電効果の理
論を発表
1905 明治38年 6月9日 20歳
アインシュタインがブラウン運動
の理論を発表
1905 明治38年 9月 20歳 日露戦争終戦
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1905 明治38年 9月26日 20歳
アインシュタインが特殊相対性理
論を発表
1905 明治38年 12月 20歳
同窓有志攻学会を組織（研究会の
はじまり）
1906 明治39年 1月 21歳 悪性の感冒にかかり長く病臥する
1906 明治39年 2月 21歳 新校舎建築に着手
1906 明治39年 3月 21歳
家業の不振もあり、東京帝国大学理科大学化学選
科を中途退学し山形に帰郷、家業を継ぐ
1906 明治39年 5月4日 21歳 恩師和島与之助（38歳）没





1906 明治39年 6月6日 21歳 藤巻仁助の三女しま（通称すみ子）と結婚









































1907 明治40年 5月 22歳 長男・眞美誕生
1907 明治40年 ６月 22歳
東京数学物理学会に入会（東京数学物理学会会員
数は1905年224名、1910年319名）
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1909 明治42年 4月 24歳 窪田忠彦が「W曲線」を発表












1910 明治43年 8月29日 25歳 日韓併合を締結
1910 明治43年 10月 25歳 『級数概論』の執筆に着手
1911 明治44年 26歳 辛亥革命(～1912年まで）
1911 明治44年 3月7日 26歳 ラザフォードが原子核を発見
1911 明治44年 26歳 鈴木梅太郎がビタミンB1を発見
1911 明治44年 1月 26歳 九州帝国大学の設置
1911 明治44年 2月1日 26歳 工場法制定（1916年施行）
1911 明治44年 4月 26歳 新設の東北帝国大学助手に就任





1911 明治44年 7月 26歳
林鶴一の私費で『東北数学雑誌』が発刊され、共
編者の一人として編集を担当





1911 明治44年 9月 26歳 平塚雷鳥を中心に「青鞜」が発刊
1912 明治45年 1月27日 27歳 祖父・金蔵没
1912 明治45年 11月 27歳 林鶴一との共著『級数概論』刊行
1912 明治45年 2月 27歳
ルーシェ、コンブルース『初等幾何学』第1巻の
訳書を刊行





1913 大正2年 28歳 祖母志賀が酒田を引き揚げ、仙台で同居
















1914 大正3年 2月 29歳 規則改正、聴講生の規則を設ける
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1914 大正3年 8月 29歳 サーモン『円錐曲線解析幾何学』の訳書刊行






1915 大正4年 3月 30歳
ルーシェ、コンブルース『初等幾何学』第2巻の
訳書刊行
1915 大正4年 4月 30歳
助手のままで授業嘱託となり一年生の「代数解
析」を担当する







士となる                          「青
鞜」が廃刊となり「婦人公論が」
が創刊する




1916 大正5年 4月 31歳 2、3年生の「射影幾何学」を担当





1916 大正5年 9月1日 31歳 工場法施工
1916 大正5年 10月21日 31歳 塩見理化学研究所の設立が認可される
1917 大正6年 3月20日 32歳
渋沢栄一を総代として、文京区駒
込に財団法人理化学研究所を設立







1917 大正6年 3月 32歳
塩見理化学研究所設立、佐多愛彦が初代所長に就
任
1917 大正6年 5月28日 32歳
塩見理化学研究所員として招聘され理学科数学部
に属する




1917 大正6年 6月 32歳
本多光太郎と高木弘がKS磁石鋼
を発明
1917 大正6年 9月1日 32歳 妹・倉代没
1917 大正6年 3月8日－11月7日 32歳 ロシア革命
1918 大正7年 33歳 第一次世界大戦の終戦
1918 大正7年 4月1日 33歳 北海道帝国大学設置











1919 大正8年 34歳 日本中等教育数学会発足
1919 大正8年 5月18日 34歳
東京物理学校同窓会で「理論数学と実用数学の交
渉」を講演














1920 大正９年 1月 35歳
パリに到着　　　　　　　　　　　　　　　　パ
ンテオン広場に面した宿舎に住む
1920 大正９年 1月10日 35歳 国際連盟の成立
1920 大正９年 6月3日 35歳 ラザフォードが陽子を発見
1920―21 大正9-10年 7月6日 35歳
ソルボンヌ大学、コレージュ・ド・フランスに留
学
1920 大正９年 9月 35歳
ストラスブールで開催の国際数学者大会に、高木
貞治と出席し報告する
1921 大正10年 4月 36歳
オペラ座で開催のキュリー夫人のための音楽会に
出席
1921 大正10年 12月 36歳 マルセーユを出航、帰国の途に着く















1922 大正11年 1月 37歳 帰国
1922 大正11年 4月 37歳
大阪医大予科の講義で、系統的な実用数学の講義
開始








1922 大正11年 8月 37歳
化学実験室（生徒控室を改造）の
設置及び生徒控室を新設





























1923 大正12年 7月29日 38歳
日本中等教育数学会講演の『数学教育の意義』
で、「科学的精神」の開発を強調
1923 大正12年 8月6日 38歳 初代校長寺尾寿没
1923 大正12年 9月1日 38歳 関東大震災
本校では関東大震災の被害は、殆
どなし
1924 大正13年 39歳 京城帝国大学設立
1924 大正13年 3月 39歳 『数学教育の根本問題』刊行
1924 大正13年 7月1日 39歳 日本農芸学会設立








1925 大正14年 40歳 「普通選挙法」成立
1925 大正14年 40歳 日本生化学会設立
1925 大正14年 3月25日 40歳
ベアートがテレビの公開実験を実
施
1925 大正14年 6月 40歳
清水武雄の後任として塩見理化学研究所所長に就
任






















1926 大正15年 1月9日 41歳
八木秀次と宇田新太郎が、八木ア
ンテナを発明




1926 大正15年 5月 41歳 大阪医科大学予科教授を辞任
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1927 昭和2年 7月 42歳
東京物理学校同窓會は「會報」を
発行




1928 昭和3年 2月 43歳
『ザンデン実用解析学』近藤鶩氏との共訳により
出版
1928 昭和3年 3月16日 43歳 台北帝国大学設置




1928 昭和3年 9月3日 43歳 フレミングがペニシリンを発見
1928 昭和3年 10月 43歳
プレハーノフ『階級社会の芸術』を読み、強い影
響を受ける




1929 昭和4年 1月22日 44歳
祖母・志賀没（生前は金之助が祖母志賀の看病を
行う）
1929 昭和4年 4月 44歳
東京・広島文理大、東京工大、大
阪工大、神戸商大設置
1929 昭和4年 8,12月 44歳 岩波書店『思想』に「階級社会の算術」を発表
1929 昭和4年 9月 44歳 改造社『改造』に「算術の社会性」を発表
1929 昭和4年 10月 44歳 世界恐慌始まる
1929 昭和4年 11月 44歳
本校裏側に付属会館を造成（木造
3階建102坪）
1930 昭和5年 45歳 日本数学史資料（和算書・古書）の収集を始める





1930 昭和5年 1月7日 45歳 第３代校長に中村恭平就任
1930 昭和5年 3，5，6月 45歳
岩波書店『思想』に「階級社会の数学」を掲載す
る
1930 昭和5年 4月14日 45歳
規則改正、修業年限2年の専攻科
を設置
1930 昭和5年 10月17日 45歳
東京物理学校創立50年記念式を
挙行
1930 昭和5年 10月19日 45歳
『東京物理学校50年小史』を刊
行
1930 昭和5年 12月7日 45歳
臨時制度調査会発足、評議会、教
授会を設置
1931 昭和6年 9月18日 46歳 満州事変勃発
1931 昭和6年 2月2日 46歳 牛込神楽町2-25に135.66坪買収
1931 昭和6年 4月30日 46歳 大阪帝国大学設置
1931 昭和6年 5月－9月 46歳
広島文理科大学で3年生の「数学史」、「数学教
育学」を講義する
1932 昭和7年 47歳 ルスカが電子顕微鏡を発明
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1932 昭和7年 3月21日 47歳 専攻科第1回卒業生7名





















1932 昭和7年 10月18日 47歳
専任講師平野智治はじめて在外研
究員としてドイツに留学
1932 昭和7年 12月 47歳
大阪帝国大学理学部講師に就任。和算と中国の古
い数学の研究を始める
1933 昭和8年 48歳 国際連盟を脱退












1933 昭和8年 4月 48歳 唯物論研究会例会で講話
1933 昭和8年 4月 48歳 大阪帝国大学理学部開校
1933 昭和8年 5月31日 48歳 満州事変、塘沽協定成立
1933 昭和8年 7月 48歳
東京物理学校の「特別講義（第3学年対象）」を
担当
1933 昭和8年 7月16日 48歳
『東京物理学校雑誌』第500号記
念号発行
1934 昭和9年 1月21日 49歳  
1934 昭和9年 4月 49歳 大阪帝国大学理学部で「実用解析学」を講義
1934 昭和9年 4月2日 49歳
第4代校長に工学博士 子爵 大河
内正敏就任
1934 昭和9年 9月9日 49歳 田中伴吉同窓会長に就任















1935 昭和10年 50歳 国定教科書『尋常小学算術』刊行




1935 昭和10年 6月 50歳
仮校舎木造平屋建63坪（製図
室、工作室）完成
1935 昭和10年 10月 50歳 林鶴一没























1936 昭和11年 2月26日 51歳 二・二六事件
二・二六事件発生のため第二部授
業臨時休校
1936 昭和11年 3月18日 51歳
研究科に対し中等教員無試験検定
認可
1936 昭和11年 3月21日 51歳
大河内校長の寄贈による校長賞を
設定し、優等卒業生に授与
1936 昭和11年 4月11日 51歳
応用理化学部のうち化学を主とす
るもの及び研究科の授業を開始
1936 昭和11年 4月29日 51歳 大河内正敏　理事長就任
1936 昭和11年 6月30日 51歳
校地区画整理を完了し、新校舎の
建築を開始
1936 昭和11年 7月 51歳
大阪帝国大学の夏期講習会で「日本における近代
的数学の成立」を講じる
1936 昭和11年 11月 51歳 「自然科学者の任務」を執筆する
1936 昭和11年 11月1日 51歳 東京物理学校諸規程制定実施




1937 昭和12年 3月 52歳 孫・欣一誕生




1937 昭和12年 6月 52歳 大阪より東京に移転
1937 昭和12年 7月 52歳 日華事変勃発
1937 昭和12年 7月 52歳 『科学的精神と数学教育』を岩波書店より刊行





1937 昭和12年 9月 52歳 初の電波望遠鏡が完成
1937 昭和12年 9月7日 52歳 田中伴吉同窓会長に再任





1937 昭和12年 12月 52歳
東京物理学校の講義、主に「実用数学（統計と実
用解析」を担当する任を補う
1938 昭和13年 3/月8日,19日 53歳 校章(3/8)、校旗(3/19)制定
1938 昭和13年 3月31日 53歳 名古屋帝国大学設置
1938 昭和13年 4月1日 53歳 国家総動員法の制定
1938 昭和13年 4月1日 53歳 生徒の制服制定







西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1938 昭和13年 6月26日 53歳
東京物理学校同窓会会報雑誌編輯
部主催「小倉博士を圍みて」開催
1938 昭和13年 8月 53歳 孫・純二誕生
1938 昭和13年 10月28日 53歳 校旗制定式挙行
1938 昭和13年 11月 53歳 『家計の数学』岩波新書発行
1938 昭和13年 12月 53歳 ドイツでウランの核分裂を発見
1939 昭和14年 54歳 ドイツで初のジェット機が開発
1939 昭和14年 54歳 名古屋帝国大学設置
1939 昭和14年 2月25日 54歳
西沢公雄(明22卒）遺贈書900冊
寄贈




1939 昭和14年 4月7日 54歳
第1部に教練科及び応用理化専修
科2部を設置




1939 昭和14年 5月 54歳
職工学校（後の東京工業大学）設
立
1939 昭和14年 5月 54歳 国民学術協会が設立され、会員となる






1939 昭和14年 9月 54歳 第二次世界大戦開戦
1939 昭和14年 10月 54歳
大阪帝大で講義を行い、帰京後ラジオで『日本の
数学』を5日間放送する
1940 昭和15年 2月10日 55歳 小倉金之助東京物理学校理事辞任
1940 昭和15年 3月 55歳
前年のラジオ講演をもとに、岩波新書『日本の数
学』刊行
1940 昭和15年 3月21日 55歳
校歌制定（作詞 昭和5理化学科卒
工藤敬哉）




1940 昭和15年 10月 55歳 『計算図表』刊行





1940 昭和15年 11月9日 55歳
小倉金之助東京物理学校理事長就
任




1941 昭和16年 3月 56歳 孫・信三誕生
1941 昭和16年 3月 56歳 「現時局における科学者の責務」を執筆




1941 昭和16年 4月 56歳
桑木彧雄を会長とする「日本科学史学会」を結
成、顧問に就任
1941 昭和16年 4月1日 56歳
東京物理学校報国団結成、勤労動
員に参加









西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1941 昭和16年 4月22日 56歳 日本科学史学会設立
1941 昭和16年 5月 56歳
大阪毎日新聞社主催の文化講座で「数学の日本的
性格」を講演する




1941 昭和16年 5月27日 56歳
「科学技術新体制確立要綱」が閣
議決定
1941 昭和16年 6月14日 56歳
創立60周年記念式典を挙行。理
事長小倉金之助「式辞」を述べる





1941 昭和16年 3月24日 56歳 東京帝国大学第二工学部設置
1942 昭和17年 10月下旬 57歳 母・里江没







1943 昭和18年 1月21日 58歳 大学令改定
1943 昭和18年 10月 58歳
小倉金之助東京物理学校理事長退
任








1944 昭和19年 2月17日 59歳 大日本育英会法公布
1944 昭和19年 3月31日 59歳 規則改正、入学定員を確定












1945 昭和20年 8月15日 60歳 第二次世界大戦終戦




1945 昭和20年 10月24日 60歳 国連憲章発効により、国連が創設







1946 昭和21年 1月 61歳 民主主義科学者協会設立、会長就任
1946 昭和21年 3月 61歳 孫・由理子誕生
1946 昭和21年 4月 61歳 農業理科学科設置
1946 昭和21年 8月17日 61歳 同窓会長田中伴吉没
1946 昭和21年 9月 61歳
東京物理学校維持会が結成され、
会長に平川仲五郎校長が互選
1946 昭和21年 11月 61歳 日本国憲法公布







西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1947 昭和22年 62歳 教育基本法・学校教育法制定
1947 昭和22年 62歳
1947 昭和22年 5月3日 62歳 日本国憲法施行。帝国議会の廃止
1947 昭和22年 5月6日 62歳
農業理科学科八王子校舎において
授業開始
1947 昭和22年 7月 62歳 日本民主主義文化連盟常任委員長就任
1947 昭和22年 7月 62歳 大学基準協会発足
1947 昭和22年 8月 62歳 学術体制刷新委員会　理科部門委員に当選
1947 昭和22年 11月30日 62歳 小倉金之助同窓会会長に就任









1948 昭和23年 63歳 日本化学会成立
1948 昭和23年 2月9日 63歳 国立国会図書館法公布
1948 昭和23年 3月 63歳 日本私立大学協会発足
1948 昭和23年 4月 63歳 日本化学工業協会設立
1948 昭和23年 4月,8月 63歳
北大西洋条約（NATO)が成立、
条約は4月4日作成、8月24日発効
1948 昭和23年 8月23日 63歳
新制東京理科大学設置認可申請書
提出
1948 昭和23年 12月10日 63歳
国連総会において世界人権宣言が
採択












1949 昭和24年 ４月 64歳 新制大学発足




1949 昭和24年 ４月 64歳 「東京理科大学学則」を制定
1949 昭和24年 5月4日 64歳
東京理科大学第1回入学式挙行
し、この日を創立記念日とする
1949 昭和24年 6月1日 64歳 国立新制大学 69校設置





1949 昭和24年 9月1日 64歳 「東京理科大学学友会」を発足
1949 昭和24年 9月30日 64歳
第3号館木造2階モルタル270坪竣
工
1949 昭和24年 10月1日 64歳 中華人民共和国が成立
1949 昭和24年 11月 64歳
小倉金之助「理窓会」会長として
第13回理事就任
1949 昭和24年 11月1日 64歳 東側神楽町1-5に176坪を買収
1949 昭和24年 11月20日 64歳 東京理科大学第1回体育祭を開催
1949 昭和24年 12月15日 64歳
私立学校法発令(1950年3月15日
施行)





西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1950 昭和25年 3月31日 65歳
東京物理学校本科・農業理科学科
廃止
1950 昭和25年 4月 65歳 河出書房より『数学者の回想』を刊行
1950 昭和25年 6月 65歳 朝鮮戦争開戦
1950 昭和25年 10月1日 65歳 『東京理科大学新聞』創刊












1951 昭和26年 3月31日 66歳
東京物理学校、大学に昇格につき
閉鎖
1951 昭和26年 3月31日 66歳 「校旗」制定式を挙行
1951 昭和26年 3月31日 66歳 東京理科大学第1回卒業式を挙行
1951 昭和26年 4月 66歳 数学教育協議会結成
1951 昭和26年 6月30日 66歳 千代田区九段4-6に597坪を買収
1951 昭和26年 9月4日- 66歳 サンフランシスコ講和会議
1951 昭和26年 9月8日 66歳 旧日米安保条約の締結
1951 昭和26年 10月 66歳
本多光太郎　東京理科大学初代理
事長就任
1951 昭和26年 10月20日 66歳
「東京理科大学校歌」制定発表会
を開催
1951 昭和26年 10月26日 66歳 創立70周年記念式典挙行
1951 昭和26年 12月 66歳 数学教育協議会会長に就任





1952 昭和27年 11月1日 67歳 アメリカが水爆実験に成功
1952 昭和27年 12月13日 67歳
体育館落成を記念し、第1回関東
理科系大学卓球選手権大会を開催
1952 昭和27年 12月7日 67歳
70周年記念事業として、船河原
町に新装体育館（1,160㎡）竣工
1953 昭和28年 3月 68歳 小倉金之助東京理科大学理事辞任




1953 昭和28年 4月27日 68歳 平川仲五郎第２代理事長就任
1953 昭和28年 5月1日 68歳
文学博士松月秀雄学長事務取扱に
就任
1953 昭和28年 7月 68歳 朝鮮戦争停止









西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1955 昭和30年 70歳









1955 昭和30年 3月30日 70歳 理学専攻科設置認可
1955 昭和30年 10月15日 70歳 第2代学長に真島正市就任





1956 昭和31年 10月 71歳 大学設置基準（省令）公布
1956 昭和31年 11月 71歳 第十回毎日出版文化賞受賞
1956 昭和31年 12月18日 71歳
日本は国際連盟の第80番目の加
盟国となる















1957 昭和32年 6月 72歳 「第六回平和文化賞」受賞
1957 昭和32年 9月 72歳
『現代数学教育史』鍋島信太郎、横地清、宮本敏
雄との共著。大日本図書より刊行
1957 昭和32年 10月 72歳
ソ連人工衛星（スプ－トニック）
打ち上げに成功




Processes. I. General Theory
and Simple Applications to
Magnetic and Conduction
Problems”をJournal of Physical





1958 昭和33年 1月 73歳
アメリカ人工衛星（エクスプロー
ラ）の打ち上げに成功
1958 昭和33年 4月10日 73歳
大学院理学研究科修士課程認可
(5/1第1回入学式挙行）
1958 昭和33年 8月9日 73歳
千葉県野田市に校地87.491㎡を
取得
1959 昭和34年 1月1日 74歳 メートル法施工
1959 昭和34年 1月20日 74歳 理学部応用化学科設置認可
1959 昭和34年 2月14日 74歳
日本原子力学会設立（2月14日：
設立総会開催）








西暦 和暦 月・日 満年齢 海外の動向 日本及び日本の科学者の動向 東京物理学校・東京理科大学 小倉金之助関係
1959 昭和34年 10月31日 74歳
文部省、初の教育白書『我が国の
教育水準』発表
1959 昭和34年 11月5日 74歳 野田校地運動場造成完了
1960 昭和35年 1月20日 75歳
理学部応用物理学科増設認可、薬
学部薬学科設置認可




1960 昭和35年 4月9日 75歳 薬学部第1回入学式
1960 昭和35年 4月22日 75歳 情報処理学会設立




1961 昭和36年 3月10日 76歳 理学部応用数学科増設認可
1961 昭和36年 3月31日 76歳
大学院理学研究科博士課程設置認
可（5/11 第1回入学式挙行）
1961 昭和36年 4月 76歳 大学院理学研究科博士課程設置




1961 昭和36年 8月31日 76歳
本校舎中庭に5階建校舎増築（6
号館鉄骨331坪）
1961 昭和36年 11月4日 76歳
創立80周年記念式典挙行、『創
立八十年略誌』刊行
1962 昭和37年 2月17日 77歳
工学部増設認可（建築学科、工業
化学科、電気工学科）
1962 昭和37年 2月20日 77歳
アメリカ・グレンが地球3周飛行
達成
1962 昭和37年 4月 77歳
工学部（建築学科、工業化学科、
電気工学科）設置
1962 昭和37年 ５月 77歳
日本数学史学会（和算研究の組織算友会が改称）
会長就任
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